
金沢大学 「人類の未来をつくる独創的研究者の育成」

●育成したい人材像

真理の追求と人類の課題解決に駆られ，常に自分が取り組むべき問題を
意識しているのみならず，その問題を従来にない分野融合的なアプロー
チで解決しようとする強い意思，ずば抜けた発想，そしてその発想の可
能性に最後まで拘り抜く力を持った人材

●背景（問題意識）

• 突出した意欲や資質を備えた生徒に対するフォローが不十分であり，特に地
方ではその傾向が強い。

• これからのサイエンスは，課題解決型であり，多様な学問分野との連携が重
要となる。

• 平成28年度からの事業により，北陸を中心とした周辺地域を含む卓越した科
学人材育成拠点として機能している。

●企画の主な特徴

• 受講生の意欲（研究テーマ）を最大限生かすプログラム構成
• より研究活動を重視したプログラム（研究活動主体の内容）
• 科学に求められる課題解決型の現代的要請への対応
• 意欲と資質を備えた受講生への支援の充実（研究環境の提供）
• 石川県の自然科学系3大学が連携して実施
• 二重メンタリング制度の導入
• ルーブリックを用いた評価と結果の可視化

●企画の主体組織

金沢大学 理工研究域

●連携機関

（連携機関）北陸先端科学技術大学院大学，石川県立大学，石川県教育委
員会，富山県教育委員会，福井県教育委員会，新潟県教育委員会，長野県
教育委員会，岐阜県教育委員会，横浜市教育委委員会，澁谷工業株式会社，
小松マテーレ株式会社，中村留精密工業株式会社

●企画の最終目標

人類の未来をつくる独創的研究者の育成：本プログラムを経験した生徒の中か
ら将来人類に貢献しうる発見をし，ノーベル賞といった国際的な科学賞受賞者
の輩出を目指す。

グローバルサイエンスキャンパス 令和２年度採択機関

受講生の興味と意欲を最大限伸長させる探求型教育プログラム

メ ンタ リ ング

受け⼊れたい⼈材：特定の分野に⾶び抜けた興味や共感を持つ⼈材

⾃⾝が持っている疑問や解決したいこ
とを基にした研究テーマの提案

研究テーマを具体的な研究課題・ 計画へ展開

研究結果に基づく 結論の導出

具体的な研究計画の提案・ 発表（ 英語）
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育てたい⼈材像：真理の追求と⼈類の課題解決に駆られ， 常に⾃分が取り
組むべき問題を意識しているのみならず， その問題を従来にない分野融合
的なアプローチで解決しよう とする強い意思， ずば抜けた発想， そしてそ
の発想の可能性に最後まで拘り抜く ⼒を持った⼈材

備える能⼒：基礎， 俯瞰， 国際， こだわり ， 跳躍

得られた成果のとりまとめと公表

総合科⽬ 着想科⽬

研究活動
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研究活動

⼀次選抜次に提案し
た研究テーマの具体
化に向けた活動

• ⽂献探索
• 研究テーマのブラッシュアップ
• 研究計画の⽴案，実験⼿法の習得
• グループ内発表と質疑応答

• 研究倫理
• 科学⽅法概論
• ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ
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⽂理を問わず現代の学術研究に
求められる総合性，融合性や失
敗することの意義等をフロント
ランナーである研究者から学ぶ

研
究
活
動

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

6

7

8

10

11

12

1

2

3

9

最初の3ヶ⽉：研究計画の精緻化
3⽉以降：本格的な研究活動
6~7⽉：中間報告会
8⽉/9⽉：海外発表
11⽉：最終報告会（第3ステージと合同）

• プログラム担当
メンター：研究
の進捗，ｺﾝﾃｽﾄ
応募等に関する
助⾔等

•研究担当メン
ター：研究に関
するTA的助⾔

⽬標：科学コンテストへの参加，学会発表

⽬標：国際学会発表，論⽂執筆
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1年⽬ 2年⽬3年⽬

KUGS⾼⼤接続プログラム等の受講

研究活動経験書， 体験ステージのレポート ， 研究提案書

研究計画書

⾔語科⽬

発表のポイントや
英語によある発表
のポイントを学ぶ
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⾃⼰評価 他者評価

現代の学術研究に求められる素養の涵養

⾦沢⼤学 IDの付与（学⽣と同じ学内サービスの提供）
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6~7⽉：中間報告会
11⽉：最終報告会（第2ステージと合同）

修了書の授与

修了書の授与

修了書の授与

Monthly 
Workshop

• プログラム担当
メンター：研究
室選択の相談，
プログラム参加
に関する相談

•研究担当メン
ター：研究に関
するTA的助⾔

マッ チング


